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多様な生産性
向上施策に学ぶ

働き方改革特集

日建連では、長期ビジョン「再生と進化に向けて−建設業の長期ビジョン−」において、2014年に
343万人を数えた建設技能者は、少子高齢化を背景として2025年までに128万人が離職するとしている。
このため、未来につながる建設産業の生産体制を堅持するため、90万人の新規入職者の確保と
35万人の省人化を長期ビジョンの目標として、日建連および会員企業は様々な施策に取り組んでいる。
その「省人化」の核となるのが生産性の向上だ。国土交通省が推進する新技術の開発・導入、ＩＣＴの活用、
各現場で行われている従来工法や工程の見直しなどを通じて、1人あたりの生産性をより一層高め、
魅力ある建設現場を創出する。現場で繰り広げられているその多様な試みを探ってみた。

生産性向上推進要綱
2016年度フォローアップ報告書≪抜粋≫

■ 生産性向上のために行っている取組み、または今後行う取組み
生産性向上推進要綱に盛り込んだ方策については、
共通分野、土木分野、建築分野共に、押し並べて取組みがなされている。

■ 生産性向上を経営上の重要課題と位置付けている企業
会員企業は技術者不足、収益性の向上を主な動機として、積極的に生産性向上に取り組んでおり、
経営上の重要課題と位置付けている企業は前年調査に比べ、56社から68社に拡大している。

①緊急性がある、もしくは期限を定めて取り組む最重要課題である
②重要課題と位置付けているが、目標値や期限までは定めていない
③経営課題ではあるが、改善活動などの日常業務として位置付けている
④特に明確化・明文化して位置付けていない
⑤その他
⑥無回答

なかでも、共通分野では
　・�施工管理の強化
　　（手持ち、手戻り、手直しの解消）
　・社員教育
土木分野では
　・ICT/CIMの活用
　・ICT土工

建築分野では
　・�設計段階での施工性・生産性の考慮
　・ICT/BIMの活用
に取り組む会員企業が多い。

回答会社数（社）

その他

価格ダンピング、工期ダンピングの排除

多能工化など技能者の能力向上への支援

機械メーカー、ソフトウェア会社など関係業界との連携強化

アクションプランなど、実行計画の策定

ICT人材の増強

協力会社との連携強化などグループ力の強化

新技術・新工法などの開発 / 導入

成功事例・失敗事例などの社内共有

書類の削減

社員の理解促進、動機付け、教育・訓練

施工管理の強化（手持ち、手戻り、手直しの解消）［全般］

100804020 1200 60

その他

現場打ちコンクリート工の効率化（機械式鉄筋定着工法、
機械式鉄筋継手工法、高流動・中流動コンクリートの採用など）

適切な工期設定と工程管理

プレキャストの導入

ICT 土工

ICT/CIM の活用［土木］

その他

適正工期算定プログラムの活用

設計施工一貫方式の受注拡大

PCa 化、工場生産などによる現場作業の削減

ICT/BIM の活用

設計段階での施工性・生産性の考慮［建築］

■ 現在の取組み　
■ 今後の予定

63社 45社

60社 36社

48社 45社

55社 34社

45社 41社

41社 41社

25社 49社

37社 27社

29社 30社

12社 21社

13社 18社

2社
1社

45社 51社

54社 40社

40社 38社

38社 34社

38社 23社

3社
3社

3社
3社

47社 30社

36社 37社

39社 30社

38社 27社

12社 23社

①
25社
25.5％

②
43社
43.9％

③
22社
22.4％

④
6社
6.1％

⑥ 2社 2.0％

（継続・強化を含む）
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多様な生産性向上施策に学ぶ働き方改革特集

　

国
土
交
通
省
は
昨
年
を
「
生
産
性
革

命
元
年
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
生
産
性

向
上
に
資
す
る
二
〇
の
先
進
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
、
推
進
し
て
き
た
。

今
年
は
そ
う
し
た
施
策
を
よ
り
具
体
的

か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
「
生
産
性

革
命
前
進
の
年
」
と
位
置
付
け
、
生
産

性
革
命
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
国
土
交
通
行

政
の
施
策
全
般
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

更
に
、
こ
れ
を
推
し
進
め
る
技
術
的

な
研
究
開
発
、
効
果
的
な
活
用
、
そ
し

て
技
術
政
策
を
支
え
る
人
材
育
成
ま
で

を
網
羅
す
る
「
国
土
交
通
省
技
術
基
本

計
画
」
を
今
春
策
定
。
人
を
主
役
と
し

た
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

活
用
、
社
会
経
済
的
課
題
へ
の
対
応
、

好
循
環
を
実
現
す
る
技
術
政
策
の
推
進

を
三
本
の
柱
と
し
て
、
生
産
性
革
命
、

働
き
方
改
革
を
加
速
さ
せ
る
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
、
日
建
連

技
術
も
異
な
っ
て
く
る
。
新
し
い
解
決

策
を
継
続
的
に
水
平
展
開
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
か
ら
、
や
り
っ
ぱ
な
し
で
は

な
く
、
そ
の
評
価
も
重
要
な
工
程
に
な

り
ま
す
」。
吉
岡
氏
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
Ｗ

Ｇ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
で
も
あ
る
と
意
気
込

む
。

　

生
産
性
向
上
に
向
け
た
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
官
民
の
連
携
は
か
つ
て
な
か
っ

た
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
現
場
に
は
そ

れ
だ
け
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
生
産

性
革
命
に
対
す
る
期
待
感
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
要
請

「
革
命
」を「
前
進
」さ
せ
る

に
真
摯
に
応
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

技
術
の
開
発
と
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
を
し

っ
か
り
見
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
が
説
明
会
と
い

う
名
の
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い

こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
吉
岡
氏
は
こ
う

語
る
。「
一
〇
年
後
、
建
設
業
界
で
は
人

手
不
足
が
顕
在
化
す
る
。
そ
の
時
の
た

め
に
仕
組
み
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
今

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
変
革
期
は
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
混
乱
期
の
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
使
え
る
も
の
は
積
極
的
に
使

っ
て
い
く
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
定
着
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

チ
ャ
ン
ス
の
背
景
に
は
大
き
な
使
命
が

あ
る
。
激
甚
化
す
る
災
害
に
向
け
た
防

災
・
減
災
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
に

対
す
る
戦
略
的
な
対
応
を
は
じ
め
建
設

業
は
国
家
的
課
題
を
担
っ
て
い
る
。

　

吉
岡
氏
は
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ

た
。「
建
設
業
の
生
産
性
向
上
を
語
る

こ
と
は
、
国
民
生
活
を
守
る
こ
と
に
直

結
し
ま
す
。
国
は
船
の
舳
先
と
し
て
進

路
を
見
極
め
ま
す
。
こ
の
船
を
業
界
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
着
実
に
進
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
」。

は
昨
年
春
に
五
カ
年
に
わ
た
る
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
生
産
性
向

上
推
進
要
綱
」
を
策
定
し
、
こ
の
「
革

命
」
を
加
速
さ
せ
る
施
策
を
実
施
し
始

め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
、
重
層
下
請
構
造
と
い
っ

た
就
業
環
境
や
産
業
構
造
の
改
善
を
は

じ
め
、
土
木
、
建
築
分
野
に
お
け
る
Ｃ

Ｉ
Ｍ
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
効

率
的
な
新
工
法
の
導
入
と
い
っ
た
技
術

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
全
国
の
現
場
で
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
年
の
四
月
に
は
要
綱
策
定
後
、
一

年
間
の
進
捗
状
況
の
把
握
と
課
題
の
整

理
を
行
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
書
に

取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
な
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
は
、
生
産
性
向
上
を
重

要
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
会
員
企
業

が
昨
年
の
五
二
％
か
ら
六
九
％
に
拡
大

し
、
施
工
管
理
の
強
化
、
社
員
の
理
解

促
進
、
土
工
分
野
を
中
心
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
い
っ
た
取
組
み
が
積

極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

i-C
onstruction

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
活
用
、
ソ
フ
ト
の
標
準
化
と
い
っ
た

課
題
に
対
し
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
３
Ｄ
の

最
新
機
器
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
遠

隔
監
視
、
画
像
伝
送
と
い
っ
た
技
術
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
説
明
会

に
併
設
し
た
ブ
ー
ス
で
は
、
ニ
ー
ズ
側
、

シ
ー
ズ
側
双
方
で
詳
細
な
個
別
相
談
が

行
わ
れ
た
。

　

今
年
の
秋
頃
か
ら
は
、
こ
う
し
た
シ

ー
ズ
を
直
轄
の
現
場
で
試
行
す
る
と
吉

岡
氏
は
話
す
。「
現
場
と
技
術
開
発
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
に
存
在
す
る
関
心
事
を
カ

タ
チ
に
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
で
す
。
今
ま

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
た
新
技
術
で

建
設
現
場
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

が
え
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
導
入
を
推
進
す

る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
八

割
以
上
の
会
員
企
業
が
「
技
術
者
な
ど

の
人
材
不
足
」「
現
場
へ
の
負
担
」「
標

準
化
」
を
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

生
産
性
向
上
の
要
と
も
い
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

現
状
を
国
土
交
通
省
で
取
材
し
た
。

　

測
量
か
ら
設
計
、
施
工
、
検
査
、
そ

し
て
維
持
管
理
、
更
新
ま
で
の
工
程
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
す
るi-Const 

ruction

の
概
念
が
発
表
さ
れ
た
の
は

一
昨
年
の
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
に
関
連

す
る
基
準
な
ど
が
鋭
意
整
備
さ
れ
て
き

た
。
今
年
の
一
月
、
産
官
学
が
連
携
し

て
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
三
次
元
デ
ー
タ
と

い
っ
た
革
新
的
な
技
術
に
つ
い
て
、
現

場
へ
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
たi-Construction

推
進
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
設
立
さ
れ
た
。
日
建
連
も

参
画
す
る
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ

っ
て
技
術
革
新
に
よ
る
生
産
性
革
命
は

具
体
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
三
つ
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
が
稼
働

を
始
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
『
技
術
開

発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
』
で
は
、
現
場
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
ニ

ー
ズ
を
収
集
、
分
析
し
、
こ
れ
に
対
す

る
シ
ー
ズ
、
つ
ま
り
解
決
策
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
の
は
国
土
交

通
省
の
吉
岡
大
藏
調
整
官
（
当
時
）
だ
。

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
全
国
の
直
轄

現
場
や
Ｗ
Ｇ
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
と
こ
ろ
一
、七
〇
〇
件
以
上
の
ニ

ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
抽
出
し

た
二
九
件
の
テ
ー
マ
を
四
月
の
ニ
ー
ズ

説
明
会
で
発
表
。
そ
の
一
カ
月
後
に
は
、

シ
ー
ズ
側
か
ら
各
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

多
彩
な
技
術
が
提
案
さ
れ
た
。
画
像
解

析
や
地
下
、
海
中
の
状
況
把
握
、
Ａ
Ｉ

ニ
ー
ズ
を
探
り 

シ
ー
ズ
を
集
め

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

 

一
〇
年
後
を
見
据
え
て

今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

吉岡大藏
Taizo Yoshioka

国土交通省
大臣官房技術調査課
環境安全・地理空間情報
技術調整官（当時）

革
新
的
技
術
の
現
場

導
入
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
進
め
る

i-Construction
推進コンソーシアムについて

で
使
っ
た
こ
と
の
な
い
技
術
に
よ
っ
て

ど
れ
だ
け
生
産
性
が
向
上
す
る
か
示
し

て
い
く
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め

る
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

更
に
、
成
果
の
あ
っ
た
シ
ー
ズ
を
技

術
レ
ベ
ル
、
効
果
、
コ
ス
ト
な
ど
と
い

っ
た
要
素
に
照
ら
し
て
「
仕
様
化
」
す

る
こ
と
も
検
討
す
る
。「
貴
重
な
食
材

を
集
め
、
匠
の
技
で
調
理
し
、
み
ん
な

で
試
食
し
て
み
る
と
い
っ
た
こ
と
に
似

て
い
ま
す
ね
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
は
更
に

細
分
化
さ
れ
、
技
術
も
日
々
進
化
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
場
面
ご
と
に
適
切
な

i-Construction推進コンソーシアム
コンソーシアムの会員は民間企業、有識者、 

行政機関などを広く一般から公募
産学官協働で各ワーキングを運営 
（※国土交通省（事務局）が運営を支援）

最新技術の現場導入
のための新技術発掘
や企業間連携の促進
方策を検討

技術開発・
導入ＷＧ

3次元データを収集
し、広く官民で活用
するため、オープン
データ化に向けた利
活用ルールやデータ
システム構築に向け
た検討などを実施

3次元データを
流通・利活用ＷＧ

i-Constructionの海
外展開に向けた国際
標準化などに関する
検討を実施

海外標準ＷＧ

国土交通省：
事務局、助成、基準・制度づくり、企業間連携の場の提供など　

学会 大学
国・自治体・
有識者

行政

建設関連企業

業団体 調査 測量

設計 施工 維持 更新
建設分野以外の
関連企業

IoT ロボット

AI 金融

一般公募（会員）

支援

［目的］
「i-Construction」を推進するため、様々な分野の産学官が連携し
て、IoT・人工知能（AI）などの革新的な技術の現場導入や3次元デ
ータの活用などを進めることで、生産性が高く魅力的な新しい建
設現場を創出

国土交通省、「i-Construction推進コンソーシアムについて」を基に作成
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佐
久
間
道
路
浦
川
地
区
第
一
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事

従
来
工
法
を
見
直
し
て

週
休
二
日
を
実
現

　

前
述
し
た
日
建
連
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
報
告
書
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

現
場
に
お
け
る
休
日
確
保
に
つ
い
て
、

四
週
六
休
で
休
日
設
定
し
た
現
場
は
全

体
の
約
四
割
だ
っ
た
。
改
善
傾
向
が
み

ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
約
六
割

の
現
場
が
四
週
五
休
以
下
で
設
定
、
四

週
八
休
の
現
場
は
約
一
割
に
と
ど
ま
る
。

休
日
拡
大
の
障
害
を
聞
く
と
「
工
期
に

余
裕
が
な
く
、
休
日
の
設
定
が
で
き
な

い
」（
九
〇
％
）「
週
休
二
日
を
前
提
と

し
た
積
算
基
準
な
ど
休
日
拡
大
の
環
境

整
備
が
出
来
て
い
な
い
」（
八
一
％
）
と

い
っ
た
状
況
を
あ
げ
る
会
員
企
業
が
多

く
、
休
日
拡
大
を
阻
む
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

現
場
の
週
休
二
日
を
約
束
す
る
。
こ

と
し
て
こ
こ
で
週
休
二
日
の
体
制
を
整

備
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
」。
も
ち
ろ

ん
そ
の
背
景
に
は
現
場
の
生
産
性
を
上

げ
る
と
い
う
思
惑
も
あ
る
。
先
行
し
て

連
休
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
同

社
名
古
屋
支
店
の
協
力
も
得
ら
れ
、
こ

の
ト
ラ
イ
ア
ル
は
全
社
的
な
取
組
み
と

な
っ
た
。「
交
代
で
休
み
を
と
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
現
場
を
半
端
な
状
態

で
稼
働
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
。
思
い
切

っ
て
土
曜
日
完
全
閉
所
を
目
指
そ
う
と
。

私
も
休
日
に
現
場
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
の
は
イ
ヤ
で
し
た
か
ら
」
と
笑

う
。

　

同
社
の
安
藤
賢
一
理
事
も
「
当
社
は

全
現
場
で
週
休
二
日
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
秋
以
降
、
土
日
を
全
休
と
す

る
現
場
を
一
〇
現
場
に
絞
り
、
具
体
的

な
取
組
み
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
の
が
こ
の
現
場
で
す
」

と
話
す
。

　

大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
日
給

月
給
で
勤
務
す
る
職
人
の
給
与
の
問
題

だ
。
休
日
が
増
え
れ
ば
そ
の
分
、
給
料

が
減
っ
て
し
ま
う
。
大
西
所
長
は
現
場

「
週
休
二
日
」を

約
束
す
る
現
場

で
働
く
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、
週
休
二

日
の
是
非
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試

み
た
。「
そ
う
し
た
ら
、
意
外
と
給
料
よ

り
も
休
日
を
優
先
し
た
い
と
い
う
回
答

が
半
分
以
上
で
し
た
。
昔
で
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
若
い
メ
ン
バ
ー
が

多
い
の
で
、
や
は
り
休
日
は
ち
ゃ
ん
と

休
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
大
西
所
長

は
振
り
返
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
給
料
を
削
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

現
場
に
は
所
長
の
下
に
二
人
の
工
事

長
が
お
り
、
三
人
は
会
議
室
に
こ
も
っ

て
作
戦
を
練
っ
た
。
工
期
を
遅
延
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
作
業
を
全
う
で
き
れ
ば

支
払
う
額
は
変
わ
ら
な
い
と
、
発
想
を

変
え
た
。「
出
来
高
に
対
す
る
対
価
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
何
日
間
で
や
る
と
い

う
現
場
管
理
の
前
提
を
変
え
て
い
け
ば

い
い
と
」。
黒
川
尚
義
工
事
長
も
「
作
業

時
間
を
短
縮
し
、
品
質
向
上
に
つ
な
が

る
資
材
変
更
や
施
工
手
順
の
見
直
し
な

ど
、
検
討
の
余
地
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
も
工
夫
、
実
践

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

二
つ
目
の
懸
念
材
料
が
、
工
程
の
遅

延
だ
。
休
日
が
増
え
、
稼
働
日
数
が
減

っ
た
分
の
作
業
を
カ
バ
ー
す
る
施
策
が

工
期
を
全
う
し

給
与
を
確
保
す
る

の
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
現
場
が
あ
る
。
静

岡
県
と
愛
知
県
の
県
境
に
展
開
す
る
全

長
三
、四
三
五
㍍
の
佐
久
間
第
一
ト
ン

ネ
ル
。
平
成
二
十
六
年
に
掘
削
を
開
始

し
、
昨
年
夏
に
貫
通
し
た
。
静
岡
側
の

坑
口
部
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
降

り
口
が
あ
り
、
分
岐
車
線
を
確
保
す
る

た
め
断
面
を
四
段
階
で
拡
幅
し
た
。
そ

の
大
き
さ
か
ら
「
体
育
館
」
と
も
呼
ば

れ
る
国
内
屈
指
の
大
断
面
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
静
岡
側
工
区
を
統

括
す
る
㈱
大
林
組
の
大
西
康
之
所
長
に

お
話
を
伺
っ
た
。「
一
生
懸
命
働
い
て

も
休
み
が
取
れ
な
い
。
以
前
の
３
Ｋ
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
だ
い
ぶ
払
拭
さ
れ

て
は
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
職

員
や
職
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が

ら
ず
、
何
よ
り
若
い
人
が
建
設
業
に
入

っ
て
き
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
休
ん
で
し

っ
か
り
働
け
る
現
場
を
つ
く
る
。
所
長

週休二日を達成できたのは、強い信念をもって取
り組んだ結果だと大西所長（中央）は断言する。
黒川工事長（右）、出口工事長（左）らとともに
生産性を向上させる施策について検討を重ねた。

機
能
し
な
け
れ
ば
、
当
然
進
捗
は
滞
る
。

そ
こ
で
、
最
大
の
突
破
口
と
な
っ
た
の

が
、
箱
抜
き
掘
削
の
見
直
し
と
、
高
充

填
・
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
採
用
だ

っ
た
。

　

空
調
、
防
災
設
備
を
施
工
す
る
箱
抜

き
掘
削
は
、
本
坑
掘
削
が
完
了
し
た
後
、

切
羽
の
後
方
で
支
保
工
を
撤
去
し
、
水

平
方
向
へ
拡
幅
す
る
工
事
だ
が
、
大
掛

か
り
な
作
業
に
な
る
た
め
、
本
坑
掘
削

と
並
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
お
の
ず

と
土
曜
日
の
実
施
が
常
態
化
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
所
定
の
位
置
に

拡
幅
し
た
ア
ー
チ
型
の
鋼
製
支
保
工
を

設
置
す
る
工
法
を
考
案
し
た
。「
一
度

施
工
し
た
支
保
工
を
撤
去
、
再
掘
削
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
掘
削
を
終

え
、
別
の
日
に
箱
抜
き
の
た
め
後
ろ
に

週
休
二
日
を
前
提
と
し
た

現
場
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

生
産
性
向
上
に
挑
む

や
り
方
、材
料
を
変
え
る

多様な生産性向上施策に学ぶ働き方改革特集

箱抜き掘削作業の平日化

標準断面の支保工が完了した後、切羽の進捗を待って支保工を撤去、水平方向に拡幅
して改めて支保工を施工する。

1

あらかじめ本体径
よりも大きなアー
チ型鋼製支保工を
採用し、支保工の
撤去、再掘削の工
程を省略した。支
保工の切断に伴う
支保機能の低下は
なく、安全性も確
保された。
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戻
っ
て
作
業
を
す
る
と
一
日
分
を
ロ
ス

し
て
し
ま
う
。
掘
削
量
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
打
設
量
は
多
少
増
え
た
と
し
て
も
、

こ
の
方
法
な
ら
時
間
を
か
け
ず
に
い
け

る
な
と
」。
同
時
に
支
保
工
の
切
断
に

伴
う
支
保
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。
現
場
で
工
夫
で
き
る
こ
と
は

　

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
こ
う

し
た
施
策
に
よ
り
、
試
行
前
と
同
程
度

の
出
来
高
を
確
保
し
、
職
人
の
給
与
も

同
水
準
を
維
持
す
る
と
同
時
に
週
休
二

日
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
安
藤

理
事
は
「
は
じ
め
か
ら
週
休
二
日
を
大

前
提
と
し
て
現
場
管
理
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
若
手
の
工
事
長
が
二

人
い
ま
す
。
斬
新
な
発
想
も
大
き
な
力

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
話
す
。

　

一
方
で
新
し
い
取
組
み
に
は
予
算
も

必
要
だ
。
安
藤
理
事
は
「
費
用
に
つ
い

て
は
発
注
者
に
理
解
を
求
め
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
す
べ
て
を
了
承
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、

現
場
か
ら
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と
は

必
要
。
受
発
注
者
間
で
そ
う
し
た
機
運

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
、
発
注
者
と

真
摯
に
向
き
合
う
必
要
性
を
説
く
。

　

大
西
所
長
は
「
正
直
、
今
す
ぐ
に
す

べ
て
の
現
場
で
展
開
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
佐
久
間
の
現
場
は
余
裕
が

あ
る
か
ら
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
か
も

土
曜
日
の
作
業
は

普
通
で
は
な
い

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
で
き
る
現
場
か

ら
始
め
な
い
と
広
が
っ
て
い
き
ま
せ

ん
」
と
心
中
を
明
か
す
。
こ
れ
が
常
識

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
、

知
恵
と
工
夫
、
そ
れ
と
若
干
の
予
算
を

投
入
し
て
生
産
性
向
上
に
挑
む
。
現
場

所
長
に
は
そ
の
裁
量
が
任
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
久
間
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
は
土

日
の
二
日
間
を
原
則
閉
所
と
し
て
稼
働

し
た
。
増
え
た
休
日
に
は
、
現
場
の
仲

間
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
、
健
康
増

進
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
に
も
つ
な

が
っ
た
と
大
西
所
長
は
相
好
を
崩
す
。

「
土
曜
日
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
当
た

り
前
と
い
う
現
場
の
意
識
を
ど
ん
ど
ん

変
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

た
く
さ
ん
あ
る
と
大
西
所
長
は
話
す
。

　

大
西
所
長
が
次
に
注
目
し
た
の
は
覆

工
の
工
程
と
使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

だ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
覆
工
は
通
常
二
日

に
一
回
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
定
石

だ
。
狭
隘
な
ス
ペ
ー
ス
で
の
締
固
め
作

業
は
熟
練
し
た
技
能
が
要
求
さ
れ
る
。

流
動
性
の
高
い
高
充
填
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
使
用
す
れ
ば
、
打
設
時
間
を
大
幅
に

削
減
で
き
る
。「
五
日
間
で
三
回
と
い

う
サ
イ
ク
ル
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
天
端
部
分
の
充
填
や
締
固
め

作
業
も
減
っ
て
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
に
慣

れ
て
い
な
い
職
人
で
も
失
敗
は
少
な
い
。

技
能
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
施

工
性
に
優
れ
た
材
料
は
生
産
性
を
高
め

る
要
に
な
り
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
も

高
品
質
な
施
工
を
行
え
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
」。
打
設

時
間
を
八
時
間
か
ら
六
時
間
程
度
に
短

縮
し
、
覆
工
表
面
の
仕
上
が
り
も
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
大
西
所
長
は

そ
の
効
果
を
強
調
す
る
。

　

現
場
は
国
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
関
す
る
産
官

本坑の坑口は高さ約13m、幅約22m。
標準的な体育館に匹敵する大断面だ。

プライベートの時間が増え、休日は職員や職人
が連れ立ってマラソンやゴルフ、釣りを楽しめ
るようになった。現場の一体感も高まっている。

多様な生産性向上施策に学ぶ働き方改革特集

流動性の高い
コンクリートの採用

最小限の締固めで施工できる独自の高充填コンクリート
の採用により、天端部分の充填作業を軽減した。

2

過密鉄筋区間の覆工では、
高流動コンクリートを使用した。

CIMの積極的採用3

学
モ
デ
ル
事
業
に
も
選
定
さ
れ
て
い
た
。

「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
た
め
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し

て
も
意
味
が
な
い
。
こ
れ
を
駆
使
し
て

い
か
に
作
業
を
軽
減
で
き
る
か
、
真
剣

に
考
え
ま
し
た
」
と
大
西
所
長
は
話
す
。

出
口
大
輔
工
事
長
は
そ
の
効
果
を
こ
う

説
明
し
て
く
れ
た
。「
最
初
は
触
っ
て

覚
え
る
と
い
う
感
覚
で
し
た
が
、
あ
る

程
度
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
そ

の
便
利
さ
が
実
感
で
き
ま
し
た
。
実
際
、

ド
ロ
ー
ン
測
量
と
連
動
さ
せ
、
三
次
元

で
施
工
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
で
作
業

の
効
率
化
、
時
短
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」。
現
場
見
学
会
で
も
最
先
端

技
術
の
活
躍
は
注
目
を
集
め
、
土
木
現

場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
貢

献
し
た
。

CIMを駆使して施工情報を一元管理。ドロ
ーンによる測量データを３次元化し、情報
の共有、施工方針の迅速な策定を行った。
データを３Dプリンターで出力した立体模
型（写真上）は、見学会での解説ツールとし
ても好評だった。

地形・地質、トンネルを3Dモデル化し、施
工記録を属性情報として付与することで施
工情報が可視化され、情報共有の促進、迅
速な施工方針の決定が行える。

通常の締固め作業の様子。

高流動コンクリート高充填コンクリート

トンネルモデル地形モデル

ウォークビュー

結合した3Dモデルに属性情報を付与する。施
工記録が一体となった3Dモデルが構築される。
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坂
田
建
設
㈱
で
は
、
自
社
開
発
の
施

工
検
査
支
援
ソ
フ
ト
を
稼
働
さ
せ
、
生

産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
同
社
の
パ
ソ
コ
ン
や

複
合
機
、
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
一
手
に
請
け
負
っ
て
い
る
情
報
通
信

行
で
す
か
ら
結
構
キ
ツ
か
っ
た
の
で
す

が
、
使
命
感
が
あ
り
ま
し
た
。
情
報
通

信
会
社
も
真
摯
に
応
え
て
く
れ
ま
し

た
」
と
蛭
川
主
任
は
語
る
。
要
望
を
伝

え
、
改
善
策
を
探
る
。
そ
の
過
程
で
更

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
コ
ー
ル
ア
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

を
一
年
半
ほ
ど
続
け
た
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が
検
査
業

務
を
激
変
さ
せ
る
「
検
査
マ
イ
ス
タ

ー
」
だ
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
な
か
に
従
来

の
書
類
と
同
じ
書
式
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
搭
載
し
、
現
場
で
違
和
感
な
く
入

力
で
き
る
仕
様
に
し
た
。
デ
ー
タ
は
サ

ー
バ
ー
で
一
元
管
理
し
、
権
限
を
付
与

さ
れ
た
関
係
者
が
情
報
を
共
有
で
き
る
。

入
力
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
様
の
フ

リ
ッ
ク
入
力
。
建
築
用
語
を
プ
ル
ダ
ウ

ン
し
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど

き
め
細
か
い
配
慮
も
施
し
た
。
検
査
箇

所
に
対
す
る
情
報
が
視
覚
的
に
把
握
で

き
、
写
真
帳
票
、
是
正
帳
票
と
い
っ
た

報
告
書
の
作
成
も
自
動
化
さ
れ
た
。
検

査
マ
イ
ス
タ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
検
査

業
務
に
関
わ
る
時
間
は
約
四
〇
％
削
減
。

同
時
に
、
記
入
漏
れ
、
送
信
ミ
ス
も
激

減
し
、
検
査
作
業
の
高
品
質
化
に
つ
な

が
っ
た
。
検
査
マ
イ
ス
タ
ー
は
現
在

会
社
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
施
工
検
査
の
デ
ー
タ
管

理
を
省
力
化
す
る
ツ
ー
ル
だ
。「
検
査

結
果
や
指
摘
項
目
を
そ
の
場
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
入
力
、
デ
ー
タ
化
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
機

能
だ
け
で
は
検
査
業
務
の
負
荷
は
軽
減

で
き
な
い
。
一
方
で
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス

と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ソ
フ
ト
が
作
れ

一
五
台
、
稼
働
す
る
す
べ
て
の
現
場
に

導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

検
査
業
務
以
外
に
も
現
場
に
お
け
る

生
産
性
向
上
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
。
検
査
マ
イ
ス
タ
ー
は
そ
う

し
た
可
能
性
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
と

野
中
副
部
長
は
語
る
。「
中
小
の
建
設

企
業
の
現
場
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
工
法
や
部
材
の
大
胆
な
変

更
以
前
に
、
ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
。
検
査
マ
イ
ス
タ
ー
も
Ｐ
Ｃ

と
同
等
の
ス
ペ
ッ
ク
で
す
か
ら
、
更
に

進
化
で
き
る
は
ず
。
土
木
部
門
で
の
活

用
も
検
討
中
で
す
」。

　

現
場
見
学
会
に
訪
れ
る
学
生
た
ち
が

真
っ
先
に
検
査
マ
イ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

聞
い
て
く
る
と
い
う
。
現
場
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
興
味
津
々
な
の
だ
。「
若
い
世

代
を
育
て
る
に
は
、
彼
ら
を
惹
き
つ
け

る
何
か
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
あ
れ
ば

石
の
上
に
も
三
年
、
我
慢
で
き
ま
す
」

と
橋
口
課
長
は
自
信
を
見
せ
た
。

　

同
社
で
は
各
部
署
で
の
課
題
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
て
い
る
。「
手
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
足
元
に
あ
る
問
題
点
を

地
道
に
探
す
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

何
を
や
る
に
し
て
も
人
。
生
産
性
向
上

は
人
が
動
か
な
け
れ
ば
カ
タ
チ
に
な
り

ま
せ
ん
」
と
野
中
副
部
長
は
意
欲
を
み

せ
て
い
る
。

る
の
で
は
な
い
か
と
可
能
性
も
感
じ
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
の
は
野
中
純
二
郎

副
部
長
だ
。
基
礎
か
ら
配
筋
、
内
装
、

竣
工
と
建
築
に
は
段
階
ご
と
に
法
的
な

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

度
に
膨
大
な
書
類
、
資
料
を
抱
え
、
現

場
に
入
り
詳
細
な
検
査
確
認
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
煩
雑
さ
を
蛭

川
功
啓
主
任
は
こ
う
説
明
す
る
。「
例

え
ば
指
摘
事
項
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
是
正

前
、
是
正
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
撮
影
。
そ

の
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
、
事
務
所
で

報
告
書
に
ま
と
め
、
コ
ピ
ー
を
と
っ
て

内
装
屋
さ
ん
、
建
具
屋
さ
ん
と
い
っ
た

協
力
会
社
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
り
ま

す
」。
当
日
中
に
終
え
な
け
れ
ば
翌
日

か
ら
の
仕
事
が
滞
る
。
橋
口
幸
太
郎
課

長
も
「
夕
方
ま
で
検
査
に
追
わ
れ
、
雨

が
降
れ
ば
黒
板
も
使
え
ま
せ
ん
。
そ
の

後
、
事
務
所
に
戻
っ
て
人
海
戦
術
で
や

っ
た
と
し
て
も
毎
回
終
電
に
乗
れ
る
か

ど
う
か
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
」
と
話

す
。
内
装
検
査
だ
け
で
も
三
〇
社
前
後

の
協
力
会
社
が
関
係
し
て
く
る
。
紙
ベ

ー
ス
、
ア
ナ
ロ
グ
で
の
作
業
は
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。

　

野
中
副
部
長
と
蛭
川
主
任
は
、
情
報

通
信
会
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
操
作
で
き
る
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

施
工
検
査
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発

す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
提
案
者
に
対

し
て
本
当
に
困
っ
て
い
る
点
は
記
録
や

入
力
で
は
な
く
、
そ
の
情
報
を
取
り
ま

と
め
て
発
信
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
と

伝
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
更

に
社
内
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
一
〇
〇

項
目
近
い
要
望
、
改
善
点
を
洗
い
出
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
通
常
業
務
と
並

（
仮
称
）Ｍ
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事

多様な生産性向上施策に学ぶ働き方改革特集

煩
雑
な
検
査
業
務
を

軽
減
し
た
い

検
査
マ
イ
ス
タ
ー
の
登
場

施工検査支援ソフトを開発

配筋検査は屋外の業務
になる。ここで図面や
資料を広げながらの作
業はリスクが大きい。
検査マイスター（写真
右）により雨天時でも
迅速な検査確認ができ
るようになった。現場
では黒板の電子化（写
真左）も行っており、
施工業務の更なる効率
化が進んでいる。

検査業務で現場とデスクの往復に忙殺されていた若手社員が、本来の業務に集
中できるようになった。「生産性の向上が『時間』を生み、若手が自ら考えて施
工し、会社、業界のビジョンを思い描けるようになった」と野中副部長（左）は
話す。蛭川主任（右）、橋口課長（中央）も大きな手応えを感じている。

自
社
開
発
ソ
フ
ト
で

検
査
業
務
時
間

四
〇
％
減
を
実
現

人
が
動
い
て
こ
そ

生
産
性
向
上
は
前
進
す
る

検査マイスターにインプットされている検
査項目、関連資料を確認しながら、検査結
果をその場で入力していく。現場での利便
性に加え、事務所に戻ってからの書類作
成、配信業務が格段に効率化された。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
で

検
査
業
務
を
簡
素
化
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多様な生産性向上施策に学ぶ働き方改革特集

　

建
築
分
野
で
も
生
産
性
向
上
の
取
組

み
は
進
ん
で
い
る
。
久
留
米
大
学
病
院

の
新
築
工
事
現
場
で
そ
の
進
化
の
様
子

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
「『
一
〇
年
後
の
現
場
管
理
』
の
あ
り

方
を
見
据
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
自
動
化
施

工
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か

模
索
し
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
。
先
駆

的
な
現
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
戸
田
建
設
㈱
の
江
口
裕
章
所
長
だ
。

　

久
留
米
大
学
は
創
立
九
〇
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
放
射
線
治
療
に
特
化
し

た
病
院
棟
と
動
物
実
験
棟
の
新
築
を
昨

年
の
十
一
月
か
ら
開
始
し
た
。
建
物
の

完
成
は
来
年
の
二
月
だ
が
、
附
帯
す
る

解
体
工
事
な
ど
を
含
め
た
全
体
の
竣
工

は
平
成
三
十
年
、
長
丁
場
の
現
場
だ
。

動
物
実
験
棟
は
巨
大
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
に
近
く
、
新
し
い
病
棟
も
放
射
線
を

遮
蔽
す
る
特
殊
な
構
造
が
求
め
ら
れ
る
。

「
病
院
の
戸
田
」
と
し
て
そ
の
名
に
恥

じ
な
い
仕
事
を
、
先
端
技
術
を
駆
使
し

て
完
工
す
る
と
江
口
所
長
は
意
気
込
む
。

　
「
現
場
事
務
所
で
は
『
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
・
過
去
の
や
り
方
を
打
破
し
、夢
を

実
現
す
る
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
安
全
性
の
確
保
は
当
然

で
す
が
、
そ
こ
に
従
来
の
方
法
を
踏
襲

す
る
と
い
う
や
り
方
だ
け
で
は
な
く
、自

由
な
発
想
と
斬
新
な
手
法
を
取
入
れ
実

践
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
挑
戦
の
意
味

合
い
を
込
め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
」。問
題

提
起
も
含
め
、
こ
の
現
場
で
積
極
的
に

次
世
代
現
場
管
理
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

て
い
こ
う
と
江
口
所
長
は
考
え
て
い
る
。

　
「
当
社
は
『
未
来
の
歩
き
方
』
と
呼
ば

れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
手
社
員
た
ち
が
中
心
と
な

っ
て
、
一
五
年
後
ま
で
に
『
で
き
る
は

ず
の
技
術
』
を
も
と
に
二
〇
三
〇
年
の

建
設
業
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の

現
場
で
は
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
い
く
つ

か
が
実
際
に
動
き
始
め
て
い
る
の
で
、

先
進
的
な
現
場
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
本
社
建
築
工
事
統

轄
部
建
築
工
務
部
の
池
端
裕
之
課
長
だ
。

　

同
社
の
九
州
支
店
で
も
生
産
性
向
上

を
視
野
に
次
世
代
型
の
現
場
管
理
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
支
店
施
策
と
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
化
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に

よ
る
施
主
、
設
計
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
、

三
五
も
の
提
案
項
目
を
洗
い
出
し
た
。

久
留
米
の
現
場
で
は
そ
の
な
か
か
ら
実

施
項
目
と
し
て
中
央
管
理
室
の
運
営
、

最
新
測
量
技
術
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
活
用

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
た
。

　

現
場
事
務
所
内
に
設
置
さ
れ
た
中
央

管
理
室
で
は
常
時
複
数
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
現
場
の
映
像
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
い
る
。
場
内
に
設
置
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ

カ
メ
ラ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
装
着
さ
れ
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
た
ラ

イ
ブ
映
像
だ
。「
現
場
の
状
況
を
現
場

事
務
所
に
い
な
が
ら
把
握
で
き
ま
す
。

作
業
者
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
使

っ
て
確
認
し
た
い
施
工
ポ
イ
ン
ト
の
映

像
を
中
央
管
理
室
に
送
り
、
こ
こ
か
ら

は
図
面
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
的
確
な
指

示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
現
場
と
事

務
所
を
何
度
も
往
来
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。
更
に
不
安
全
行
動
も
記
録

と
し
て
残
り
、
安
全
に
対
す
る
職
人
の

意
識
も
お
の
ず
と
高
ま
り
ま
す
」
と
江

口
所
長
は
説
明
す
る
。
大
型
モ
ニ
タ
ー

の
映
像
は
驚
く
ほ
ど
鮮
明
だ
。
作
業
者

の
手
元
を
文
字
通
り
手
に
取
る
よ
う
に

視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
央
管
理
室
は
本
社
、
支
店
と
も
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
、
三
元
中
継
で
ウ
ェ

ブ
会
議
も
行
わ
れ
る
。「
発
注
者
も
参

加
す
る
定
例
会
議
で
は
、
正
確
な
情
報

を
そ
の
場
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
好
評
で
す
。
現
場
の
状
況
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
休
み
の
日

で
も
気
に
な
る
と
見
て
し
ま
い
ま
す

ね
」
と
江
口
所
長
は
話
す
。

　

ウ
ェ
ブ
会
議
の
映
像
は
会
議
記
録
と

し
て
残
る
の
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も

効
果
を
あ
げ
る
。
将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
が

久
留
米
大
学
病
院 

基
礎
３
号
館
、病
院
北
館
他
新
築
工
事

過
去
の
や
り
方
を
打
破
し

 「
夢
」を
実
現
す
る

現
場
の
状
況
を

映
像
と
し
て
飛
ば
す

中央管理室からの次世代現場管理

ウェアラブルカメラは現場の「眼」だ。本社、支店、
現場事務所をつなぐテレビ会議、視覚化された
工程管理、現場での手元情報の取得など、あら
ゆるシーンで欠かせないツールになっている。

既存の建物に定点設置されたWebカメラ（写真上）で場内の状況を常時映像データとして記録
する。施工の進捗だけではなく、不安全行動の確認にも大きな効果をあげている。（写真下2点
提供：戸田建設㈱）

作業所のすべての情報は中央管理室に集約さ
れ、ここから現場の状況を確認した上で的確
な指示を出すことができる。事務所で図面を確
認、現場で施工、確認といった従来の施工管
理が大幅に軽減された。管理室のデータは事
務所内の他のパソコンとも共有されている。

1

次
世
代
現
場
管
理
の

テ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
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文
書
で
の
議
事
録
を
作
成
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
江
口
所

長
は
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

　　

測
量
作
業
で
は
既
存
建
物
、
場
内
を

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
り
デ
ー
タ
化
し
、

立
体
画
像
と
し
て
一
元
管
理
し
て
い
る
。

「
新
築
棟
は
最
終
的
に
既
存
建
物
と
渡

り
廊
下
で
繋
が
り
ま
す
が
、
そ
の
施
工

に
は
非
常
に
高
い
精
度
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
既
存
建
物
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
取
り
込
み
誤

差
を
補
正
し
て
い
ま
す
」。

　

そ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
も
「
進
化
し

た
活
用
方
法
」
の
開
発
が
、
生
産
性
向

上
に
向
け
た
取
組
み
の
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
、
３
Ｄ

に
時
間
軸
を
付
与
し
た
４
Ｄ
を
ほ
ぼ
完

成
、
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
江
口
所
長
は

そ
の
効
果
を
こ
う
説
明
す
る
。「
一
日

お
き
、
一
週
間
ご
と
と
い
っ
た
時
間
の

経
過
と
進
捗
を
視
覚
化
で
き
る
効
果
が

大
き
い
。
職
人
と
の
施
工
ス
テ
ッ
プ
の

確
認
も
三
次
元
で
正
確
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
」。
工
事
の
前
倒
し
と
も
言

え
る
綿
密
な
施
工
準
備
、
フ
ロ
ン
ト
ロ

ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
立

体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
、
よ
り
現
実
的

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
操
作
す
る
ス
キ
ル

が
最
初
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ス
タ
ー
」
と
称
さ
れ

る
職
員
に
聞
い
て
み
た
。「
実
は
手
書

き
図
面
で
育
っ
た
人
間
な
の
で
最
初
は

戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
、
使
っ
て
み
る

と
面
白
さ
の
方
が
先
に
立
っ
た
。
ま
だ

ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
。
次
々
と

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
よ
」。

江
口
所
長
も
、
彼
が
今
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
指

導
的
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
と

笑
い
な
が
ら
こ
う
言
葉
を
継
い
だ
。

「
周
囲
が
そ
う
し
た
様
子
を
見
て
い
る
。

次
は
俺
だ
と
い
う
若
手
が
出
て
き
ま
す
。

３
Ｄ
の
分
か
り
や
す
さ
、
再
現
性
は
圧

倒
的
で
、
お
客
様
も
職
人
も
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
す
か
ら
、
若
手
た
ち
が
自

身
で
そ
の
機
能
を
高
め
よ
う
と
試
行
錯

誤
し
て
い
く
は
ず
で
す
」。

　

建
設
現
場
で
様
々
な
先
端
技
術
を
活

用
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
す
で

に
稼
働
し
て
い
る
技
術
を
、
異
な
る
視

点
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
必
要

だ
と
、
江
口
所
長
は
話
す
。「
既
存
の
ツ

ー
ル
、
ア
イ
テ
ム
を
現
場
で
ど
う
使
う

か
と
い
う
発
想
か
ら
、
明
確
な
目
的
意

識
を
も
っ
て
、
従
来
の
や
り
方
を
変
え

る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
探
す
、
作
る
と
い

っ
た
発
想
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。

江
口
所
長
は
一
〇
年
後
に
は
Ａ
Ｉ
生
産

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
と
予
想
す

る
。
Ａ
Ｉ
は
導
入
す
れ
ば
す
ぐ
活
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
が
必
要
と
す
る
デ

ー
タ
を
蓄
積
す
る
ス
キ
ー
ム
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

生
産
性
向
上
の
効
果
測
定
の
指
標
と

し
て
「
工
事
消
化
高
（
施
工
高
管
理
効

率
）」
が
あ
る
。
こ
の
職
員
一
名
の
一
カ

月
あ
た
り
の
完
工
高
を
、
久
留
米
の
現

場
で
は
目
標
値
と
し
て
他
の
現
場
の
お

よ
そ
二
倍
に
設
定
し
て
い
る
。
事
実
、

そ
の
数
値
に
近
い
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
い
う
。「
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
関
与

す
る
の
で
一
概
に
は
断
言
で
き
ま
せ
ん

が
、
例
え
ば
五
人
で
一
〇
人
分
の
仕
事

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
主
と
し
た
効
率
化
が
生
産
性

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
」
と
江
口
所
長
は
言
葉
に
力

を
込
め
た
。

設
計
図
面
の
な
か
に
立
つ
、

歩
き
回
る

二
倍
に
引
き
上
が
っ
た

工
事
消
化
高

な
施
工
計
画
の
立
案
が
可
能
に
な
る
。

　

更
に
興
味
深
い
の
は
試
行
段
階
と
言

い
な
が
ら
、
原
価
軸
と
連
携
す
る
５
Ｄ
、

仮
想
空
間
軸
を
融
合
さ
せ
た
６
Ｄ
だ
。

５
Ｄ
で
は
、
設
計
の
変
更
に
伴
う
コ
ス

ト
を
瞬
時
に
把
握
で
き
る
。
例
え
ば
什

器
を
一
台
減
ら
す
こ
と
に
伴
う
空
間
の

変
容
と
コ
ス
ト
の
削
減
額
が
そ
の
場
で

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
。
６
Ｄ
で
は
デ

ー
タ
を
Ｖ
Ｒ
（V

irtual Reality

）
ゴ

ー
グ
ル
に
投
影
、
そ
の
映
像
を
通
し
て

体
感
的
に
空
間
を
認
識
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。「
お
客
様
に
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着

し
て
い
た
だ
い
て
、
建
物
内
に
立
ち
、

歩
き
回
る
こ
と
を
疑
似
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
。
こ
れ
も
好
評
で
し
た
。
パ
ー

ス
の
静
止
画
だ
け
で
は
描
け
な
い
細
部

ま
で
見
え
て
き
ま
す
」
と
江
口
所
長
は

話
す
。

　

こ
う
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
可
能
性
を
こ
の

現
場
か
ら
水
平
展
開
し
て
い
く
と
本
社

の
池
端
課
長
は
次
の
よ
う
に
補
足
し
て

く
れ
た
。「
当
社
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ス
タ
ー

タ
ー
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
簡
易
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ

ル
を
全
国
の
現
場
に
配
付
し
始
め
ま
し

た
。
各
現
場
の
職
員
が
そ
れ
を
契
機
に

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
触
り
だ
せ
ば
、
ま
た
違
っ
た

活
用
の
仕
方
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
生
産
性
が
高
ま
る
こ
と
は
す

で
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
か
ら
、

施工法についても最新の技術を採用。鉄骨工事では、鉄骨柱
の自動計測・建入制御システム、仮ボルト不要接合工法、吊
荷旋回制御装置を導入した。これによって梁の接合は従来の
1/3、鉄骨工事全体でも2/3に省力化することができた。（写
真下2点提供：戸田建設㈱）

施工関連の次世代管理

3Dスキャン測量による既存建物の把握。（提供：戸田建設㈱）

トータルステーションによる測量管理。（提供：戸田建設㈱）

次世代の現場管理を実現していくために、
新しいことにどんどんチャレンジしていき
たいと語る江口所長。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず

生
産
性
向
上
に
挑
戦
す
る

2

5D：4Dに
原価軸を融合

VR技術によりBIMデータを視覚化し、ゴーグルに投影し
た映像で建物内の空間を疑似体験できる。図面やパースで
は得られない直感的な空間把握が可能となる。

3Dスキャン測量を
BIMモデルと融合

3‐2 ３Dに時間軸を融合し進化した４D4D：3Dに
時間軸を融合

BIMモデルの
進化した活用方法

3

（写真4点提供：戸田建設㈱）
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